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事業所名

0778-42-5406

青山眼鏡株式会社 雑貨事業部

令和7年12月19日

眼鏡検品・袋入れ替え・タグ付け

繁忙期の月曜～金曜10:00～15:30

ほまれの家　越前たけふ店

福井県越前市矢船町17-12

地域連携活動の概要

連携先企業名 担当者名

活動場所

実施日程

実施した生産活動

施設外就労の概要

利用者数

：

◆

◆

◆

◆ ：

実際の業務工程に沿って作業を行うことで、指

示理解や時間意識が向上し、職場環境への適応

力が高まった。

：

地域企業と連携し、実際の業務現場に近い環境で作

業を行うことで、利用者の就労意識および業務遂行

能力の向上を図るとともに、安定した就労継続と社

会参加の機会を創出する。

繁忙期等における慢性的な人手不足の緩和につ

ながるほか、障害のある方が担える業務の幅を

広げることで、多様な人材活用への理解促進に

寄与する。

実務を通じて作業スキルや責任感を身につけ、

将来的な一般就労や安定就労に向けた基礎力の

向上につながる。

実施した結果

４人

地域連携活動の

ねらい

地域にとっての

メリット

◆

◆

活動の様子の写真・成果物の写真

活動内容の追加コメント

様々な眼鏡やサングラス、マフラーなどの雑貨類等の

簡易検品やタグ付け、袋詰め等

主に検品作業、タグの入れ替え、袋の交換、JANの

シール貼り

などを行っています。

◆

課題点

：

：

納期を意識した作業を経験する中で、利用者同

士が声を掛け合いながら協力して業務を進める

姿勢が見られるようになり、チームで働く意識

が醸成された。

体調やコンディションによる作業量の変動が見

られるため、個々の状況に応じた業務配分や

フォロー体制の工夫が引き続き必要である。

得られた成果

対象者にとっての

メリット

：

：

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

繁忙期において人手が不足する中、A型利用者の方々にご協力いただいたことで、業務を滞りなく進めることができ、

納期遵守につながりました。今後も継続的な連携を通じて、双方にとって有意義な取り組みを進めていきたいと

考えています。

体調変化等により急な欠勤が生じる場合もあるため、事前の情報共有や複数名で対応できる体制づくりなど、

安定した人員確保に向けた調整が課題となっています。

連携先の企業等の意見または評価

青山眼鏡株式会社　雑貨事業部 岡本

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

住　所

電話番号

事業所番号

管理者名

対象年度

1810800712

林田　忍

令和7年度

様式１


